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１．はじめに

　「楽しい」という感情に関わる様々な事柄は、

人間の生にとって大きな意味を持つと考えられる。

「楽しい」ことは、少なからぬ人間にとって希求

の対象であり、かつ、それは人間を取り巻く様々

なつながりや関わり中で生起し、はたらき、評価

されている。よって、「楽しい」ことは単に個人

の感情の問題ではなく、社会的・倫理的な問題で

もある。本発表では、これをある特定の領域に限

定されたものとしてではなく、より開かれたもの

として位置づけようとする思想について検討する。

さて、そもそも「楽しい」とは何であろうか。

これを定義するのは決して容易ではないが、一般

的にはどのように把握されているのか、簡単に

確認しておきたい。『日本国語大辞典』1によれば、

「楽しい」とは、人が「ある状態や持続的行為に

よって欲望・願望などが満たされ、快いさま」を

指す。また、成田和信氏は、「楽しさ」2を①「特

定の心的事象を、それが生じているときに、その

心的事象の現象的内容のために、あるいは、それ

にともなうクオリアのために、好きであったり気

に入ったりしている」という事態、②常に、自分

の行為のけっか生ずるもの3、として分析してい

る。以上、「楽しい」とは、〈ある快いさま〉を指し、

また、〈主体の行為によって発生するもの〉とい

う２点を確認しておく。

２．「楽」と領域の問題について

ところで、ルース・ベネディクトは、『菊と刀』

において、次のように述べている。

日本人は自己の欲望の満足を罪悪とは考えな

い。彼らはピューリタンではない。彼らは肉

体的快楽をよいもの、涵養に値するものと考

えている。快楽は追及され尊重される。しか

しながら、快楽は一定の限界内にとどめてお

かなければならない。快楽は人生の重大な事

柄の領域に侵入してはならない。4

ここでは、厳しく保たれるべき「人間の主要な

義務の世界」と練磨されるべき「気晴らしの世

界」5という相反する二つの領域が、こともなげに

並存している様子、また、前者のために後者がた

やすく犠牲にされる様が、驚きをもって語られて

いる。ベネディクトは、日本人にとって「人情」

は「人生において低い位置を占めているかぎり、

一向にさしつかえないものと考えられて」6いるこ

と、また、「人間の義務全体が…〔中略〕…明確

に区別された幾つかの部分に分けられているよう

に考えられ」、「おのおのの世界はそれぞれ特有の、

細かに規定された掟をもっている。」7ことを指摘

している。たしかに、我々は、生活の中に「公私

の区別」といったごとき、区別された領域が存し

ていることや、そこに「それぞれ特有の」「掟」

が働いていることを感じているだろう。その一方

で、我々はどのような領域（所属、境遇、空間、

立場）においても、そこに属する在り方が、ある
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ている事態をしばしば目にする。実際、この「楽

しい」なるものを語ることによって、その者の属

する領域について語ろうとする例は枚挙に暇がな

い。すなわち、「楽しい」は、個としての人間と

ある領域とを結びつけるひとつの契機として扱わ

れていると考えられる。ときには、その者の性質

や適性、信念、理想、誇り、あるいはその領域を

推奨する理由までもが、「楽しい」なる観念のも

とに表明される。そのような事態のもとでは、人

は何を以て「楽しい」とするかが常に問われ、ま

た自省されねばならない。また、それは自然で素

直な感情であると前提されるがゆえに、その領域

に対する自発的・主体的な参加や関与さえも含意

される。ときには「楽しさ」が、ある領域へ自ら

を拘束するという事態もあり得る。様々な理由に

より、ある領域における楽しさが成り立たなく

なったとき、人はその違和感に苦しむ経験を経て、

自分の楽しみや属する領域の転換の必要に迫られ

ることもある。

ここで、ホイジンガ『ホモ・ルーデンス』8に

おける以下のような定義が想起される。ホイジン

ガは、「遊び」を「ただ楽しみのため」9になされ

るものとしつつ、次のように定義する。

遊びとは、あるはっきり定められた時間、空

間の範囲内で行われる自発的な行為もしくは

活動である、それは自発的に受け入れた規則

に従っている。その規則はいったん受け入れ

られた以上は絶対的拘束力をもっている。遊

びの目的は行為そのもののなかにある。それ

は緊張と喜びの感情を伴い、またこれは「日

常生活」とは、「別のもの」という意識に裏

づけられている。10

ホイジンガは、「遊び」を「一時的な活動の領域」
11におけるものとして定義するが、同時にそれを

「文化の一つの基礎であり、因子であ」12るとする。

ここには、先に検討したような、楽しみとある領

域との関係性と多くの類似点がみられる。

また、チクセントミハイは、「一つの活動に深

く没入しているので他の何ものも問題とならなく

なる状態、その経験それ自体が非常に楽しいので、

純粋にそれをするということのために多くの時間

や労力を費やすような状態」を「フロー」と名付

けている13が、これをさまたげる要因は、意識や

心理的エネルギーの散乱・混乱、すなわち「心理

的エントロピー」であるとしている。それを踏ま

え、文化を、そのような意識の散逸を防ぎ、「フ

ロー」を導くための「カオスに対する防衛的な構

築物」「防壁」として理解している14。つまり、「楽

しい」と感じる活動の発生・維持は、元来ある領

域と深い関わりをもつものであると捉えることが

できる。

以上のような示唆から、「楽しさ」は、社会的

な意味においても、それが求め得るとされる条件

の上でも、領域の問題と切り離しがたい性格を有

していると考えられる。

３．普遍的「楽」―貝原益軒の場合

ここまで見てきたように、「楽しさ」は、ある

限られた領域に付随して語られる機会が多い。し

かし一方で、人間のこの「楽しい」という感情を、

ある特定の立場や状態の中に閉じ込めず、より開

放された普遍性の高いものとして理解しようと試

みる論者も存在する。

たとえば、貝原益軒（1630-1714）は、特にそ

の幅広い経験的学問と民衆向けに著した「訓も

の」と呼ばれる著作群によってその名を知られて

いる学者であるが、「楽」を人にとってゆるがせ

にできないものとしてしばしばこれに言及してい

る。

益軒は、「凡世俗の楽は心を迷はし、身をそこ

なひ、人をくるしましむ。」15とした上で、人間

にとってより適切な「楽」とは何かを提唱しよう

とする。

楽みは人の心に生れつきたる天機にして、本

自これあり。されども私欲あれば、耳目口体
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の欲にそこなはれ、喜怒哀懼の情におほはれ

て、この楽を失ふ。君子は情欲にやぶられず

して、常にこの楽を失はず。いかなる患難の

事にあひても、この天然自有の楽を改めず。

又風花雪月の外境にふるれば、心の内にある

本然の楽、外物と相和して彌楽しむ。是外物

を以て、はじめて楽とするにはあらず。外物

来りて本然の楽をたすくるなり。天地の道陰

陽の化、四時のめぐりはつねに和気あり。是

天地の楽なり。この楽ただ人にあるのみにあ

らず、鳶のとび、魚のをどるも、凡禽獣のさ

へづりなくも、草木のさかえ、花咲、実のる

も、みな是天気の発生する所、万物自然の楽

なり。これを以て人の心に、もとより楽ある

ことをしるべし。もし欲にひかれて、この楽

をうしなふは、天地の道にそむけり。いかな

る横逆にあひ、不幸にあふとも、常に此の楽

を失ふべからず。聖人ややもすれば、此楽を

とき給ふ。この楽の人に切なることをしるべ

し。仲尼顔子の楽は、我輩愚者のしるべきこ

とにあらず。ただ愚人にも、各生れつきたる

楽あることをしりて、楽を失はざる工夫ある

べし。16（『大和俗訓』）

まず、益軒は人間としての「楽」が成り立つ場

として「天地」を想定する。天地の間は陰陽の気

で満ちており、これは常に和を保ち、「人万物を

うみて、又やしなひいかし」ながら流行している。

このように気が盛んに動いている様は、その気

が生み出す様々なもの17が、各々の性質や特性に

従っていきいきと活動している様子に見てとるこ

ともでき、それらは「天地の楽」と称される。そ

のような「楽」は、天地が生み出す存在である人

間にも生得的に具わっている。人間にあっても、

「楽」はその性質・特性を発揮している状態とさ

れるが、それでは、この人間の性質・特性とは何

か。

天地の御めぐみをうけて人となり、天地の御

心をうけて心とせし人にしあれば、天地の御

心にしたがひ、わが仁心を保ちて、つねに楽

しみ、温和慈愛にして情ふかく、人をあはれ

めぐみ、善を行ふを以て楽とすべし。18（『楽

訓』）

天地の働きは、「人万物をうみて、又やしなひ

いか」すことであるが、この天地の〈人・事物を

恵み生かすという働き〉は、人間にも付与されて

いる。この働きは、人間にあっては「仁」と呼ば

れる。つまり、この「仁」を発揮することが、人

間にとっての「楽」であり、また「道」であると

される。益軒は「楽」について、「別に一物あり

て之を楽しむに非ず。若し道を以て楽と為すと謂

はば、道と楽と二となり了る。」19といい、人間

の生き方、あり方としての「道」と「楽」とは別

の物事ではないとする。「楽」は、しばしば聖人

たちも説き、そのことによっても人間にとって切

実なものであると理解されるべきとする。

では、この「道」に則って生きるための具体的

な方法は何か。最も重要な事は、先に上げたよ

うな〈人・事物を恵み生かすという働き〉、すな

わち「仁」を充実させることである。それにより、

私欲や情を抑え、様々な状況において慎んで心を

落ち着かせ、人間関係の中で和を保つよう心掛け、

「楽」を失わないようにする。また、「外物」によっ

て、この「楽」が助けられることもある。「外物」

は、過度に依存すれば身をそこない「苦」の原因

となるが、うまく用いれば、人間生来の「楽」の

助けとなる。以上のような「楽」は、時、場所、

身分、貧富に関わらず、多くの人々に開放されて

いる「楽」であると益軒は考えている。

４．普遍的「楽」―中江藤樹の場合

　ところで、普遍性をもって人間の「楽」を規定

しようとする態度は、益軒にのみ見られるもので

はない。たとえば、中江藤樹（1608-1648）もまた、

同じように、人間にとって「楽」を最も重要なも

のと位置づける学者であるが、その位置づけ方は、



136

清水　真裕：貝原益軒における「楽」の領域

益軒のそれとは異なっている。

藤樹は、その著書の中で、「楽」について次の

ように述べている。

問曰、人間世、第一にねがひもとむべきもの

は何事ぞや。

答云、心の安楽に極れり。

問いわく、苦を去て楽を求る道はいかん。

答云、学問なり。

問云、学問にて苦痛を除き、安楽を得道理は

いかが。

答云、元来吾人の心の本体は安楽なるものな

り。其の証拠は孩提より五六歳までの心を以

見るべし。世俗も幼童の苦悩なきを見ては仏

なりなどいへり。かくのごとく心の本体は安

楽にして苦痛なきものなり。苦痛は只人々の

惑（まよひ）にてみづから作る病なり。心は

たとへば眼のごとし。眼の本体はたてあけ自

由にして物を見ること分明快活なり。もし塵

砂など目の内へ入るときは、たてあけ自由な

らず、物を見ることも明かならず、苦痛こら

へがたし。一旦苦痛こらへがたしといへども、

塵砂を除去るときは、本体にかへりて開閉自

由にして、分明快活なり。其のごとく心の本

体は元来安楽なれども、惑の塵砂にて種々の

苦痛こらへがたし。学問はその塵砂をあらひ

すてて、本体の安楽にかへる道なる故に、学

問をよくつとめ工夫受容すれば本の心の安楽

にかへる。20（『翁問答』）

藤樹は、「楽」を、誰しもが具える「心の本

体」21であると考えている。人間は、学問をして

「惑」を除くことにより、「眼」の「塵砂」に例え

られる苦悩を取り除き、「心の本体」である「楽」

を顕現させることができるとする。このように、

藤樹もまた、「楽」を人間の「心の本体」とする

ことで、普遍性のあるものとして捉えようとして

いる。

このように、益軒・藤樹の両者は、本来的に誰

に対しても、限られた領域を超えて「楽」は開放

されているとする点、また、「楽」は「天」の与

える「道」を学ぶことによってもたらされるとす

る点、「楽」は自己を苦しめる欲望とは相容れな

いものとする点等において共通している。しかし

一方、藤樹は、自身の「楽」観念を指してしばし

ば「独楽」という語を用いている。「独楽」は、「楽」

の「位ニ在ラズ、物ニ在ラズ、生ニ在ラズ、死ニ

在ラズ、人ニ求メズ」22、つまり、何者にも依存

せず存在している性質を強調する語である。かつ、

それは「常住不滅」であり、「一貫」、すなわち、

天地万物を貫いて存在している永遠不変の唯一の

原理と同一であるとされる。これが「独楽」であ

り、人間の「心の本体」である。つまり、藤樹は

人間を本来的・絶対的に〈「楽」という状態・有

り様として存在しているもの〉として規定するこ

とで、これに無限定性をもたせようとしているの

である23。

５．おわりに̶益軒における「楽」の領域

益軒は、〈人間は楽しむことが可能である〉、〈人

間は誰しも楽しむものである〉という意味で「楽」

を普遍的なものと捉えようとしている。益軒は、

人間の行いや「楽」を、「鳶のとび、魚のをどるも、

凡禽獣のさへづりなくも」といった、諸々の生物

の活動に比している。すなわち、「楽」とは「楽

しむ」、すなわち人の活動それ自体、または、そ

れによって「楽しい」という感情を得ることを指

している。「楽みは生れつきたる天機にして、本

自これあり」24とは、このような人間の「楽しむ」

という能力、また、それを行おうとする人間の性

質について語っているのである。その意味で、益

軒にとっては、「楽」は、必ずしも絶対的に固定

化されたものだとはいえない。益軒は、「学ばざ

る人は、内に在る楽を知らず、又外なる楽を空し

くす。内外両ながら失へり。」25といい、「楽」に

ついて理解しなければ、それらが失われる可能性

があるとも説いている。
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およそ人の心に、天地よりうけ得たる太和の

元気あり。是人のいける理なり。草木の発生

してやまざるが如く、つねにわが心の内にて、

機のいきてやはらぎ、よろこべるいきほひの

やまざるものあり。是を名づけて楽と云。是

人の生理なれば、即是仁の理なり。26（『楽

訓』）

夫れ人の一身心固より主と為り、而して気専

ら事を用ふ。故に七情、思慮、視聴言動、皆

気の成す所、之を養ふに節を以てせざるべか

らず。若しその気を暴へば、其の道を失へり

と為す。故に温恭和平にして以て気を養ふ。

是即ち心を養ふ所以、而して心を養ふと気を

養ふと、二事にあらざるなり。27（『慎思録』）

周知のように、益軒は『大疑録』において、理

気一元論の立場をとっている28。すなわち、「理」

や「道」とは気の動く条理とそのあり様を指した

語であり、それらは気と別に存在するものではな

いとする。よって、人間の「道」である「楽しむ」

という活動・能力の存亡もまた、気の在り様に関

わるのである。また、「楽しむ」ことの主体であ

る心は、気が充たされていなければ適切に活動す

ることはできない。なぜなら、人間の全ての活動

や思慮、意志、感情は、もともと気の働きだから

である。

そのため、益軒は切実に、自己の気を養って充

たし、これを穏やかにめぐらせることの重要性・

有効性を主張する29。また、対外的な場面におい

ても、気を乱さぬように心掛けるほか、「外境潔

ければ、中心も亦是にふれて清くなる」30、「外

物の養をかりて内の楽をたすくる」31として、感

受性を高めて己を取り巻く世界をあらためて観

じ、気のコントロールにふさわしい領域をみずか

らが作り上げ、そこに身を置くことの有効性も説

く。たとえば、外境に触れたり、「旅行して他郷

にあそ」32んだり、「つねに居る処」33の環境を整

えたりするがごときである。それは、一面から見

て「益軒の自足と内向の性格」34と指摘されうる

ものではあるが、これは、「楽しむ」ためには自

らその条件を整える必要がある、また、整えるこ

とが可能であるとの考えに基づいている。天地と

いう無制限の領域のもと、普遍的に「楽しむ」性

質・能力をもつ人間は、「楽」についての意識を

省み、これを目指す主体として、常に己の状況に

応じた行動・工夫をする態度が求められると益軒

は考えているのである。
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